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伊仙町HPにアクセス！
Facebook・YouTube（動画）でも、
町の情報をお伝えしています。

日本マルコ株式会社	 02
グループポイント事業	 04
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子ども食堂もポイントアップ！元気度アップ！推進事業
 （グループポイ ント事業）

グループ活動報告グループ活動報告

西伊仙東【ひまわり】【クロトン】

県道花壇手入れ活動

東面縄【ほほえみ班】

面縄小学校
登校時交通安全

指導活動

東犬田布【土曜グループ】

サロンの準備等手伝い
掃除・椅子出し・検温

等

東伊仙東【花津川】

わくわく児童クラブ
との夏休み工作活動

　阿権【あごんアマーズ】　

放課後学童保育活動
1～3年生の児童

学習支援

西犬田布【ディギシグループ】【ウスジグループ】

犬田布岬 · 神社
清掃活動

上面縄【上面縄キラキラC・T】

生活館周辺木の伐採
草取り活動

上面縄【上面縄キラキラC・T】

高齢者支え合い活動　
自宅訪問
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特 集

子ども食堂もポイントアップ！元気度アップ！推進事業
 （グループポイ ント事業）

グループポイント事業とは
高齢者の皆さんが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる為に、地域全体で支える活動です。

  高齢者の方を含むグループにポイントが貯まります！

  ポイントの対象となる互助活動の内容

65歳以上の高齢者を含むグループ（構成員が3名以上で半数以上
が 65 歳以上の高齢者）が行う高齢者を支援する活動や地域活性化
の活動に対し、地域商品券に交換できるポイントを付与します。

❶ 高齢者を支援する活動
● 高齢者の見守り・地域の支え合い活動
● 安否確認・声掛け・話し相手・相談相手
● 高齢者の生活支援にかかる（電球交換・ゴミ出し等）
● ボランティア活動（清掃等家事支援）
● 外出支援（病院への付き添い・買い物支援等）
● 地域サロン活動（仲間づくりへの支援）の開催時の手伝い

❷ 地域活性化の活動
● 集落公民館 . 神社等の花壇管理・木の伐採等の美化活動
● 集落ゴミステーション（周辺の清掃等）の管理
● 公園や道路（県道・農道）花植え草取り等清掃
● 地域イベント（敬老会・十五夜等）開催時のボランティア活動（炊き出し等）
● 子育てを支援する活動
（放課後学童保育・登下校時の子どもの見守り・交通安全指導等）

● 子ども食堂への支援活動
（子どもと一緒にお菓子作り・昔の遊具遊び等、 自家産の農作物・果物等の
支援活動等）

互助活動１日１回（60分以上）

１ポイント＝1,000円

活動に参加し、活動報告を
してポイントを貯める

貯まったポイントを
商工会商品券に交換する

交換した商品券を使って
伊仙町商工会加盟店で

お買い物できる

 登録申請の問い合わせ先

伊仙町地域包括支援センター

0997-81-7878
一般社団法人【長寿子宝社】

0997-86-3611

現在、伊仙町では 24 のグルー
プがグループポイント事業の
活動を行っています。
各集落のみなさんも活動に
参加してみませんか？

※上限8万円
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稲 

隆
仁
副
町
長
の
退
任
式
が
中
央
公
民
館
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

稲
副
町
長
は
昭
和
52
年
伊
仙
町
役
場
へ
入

庁
し
、
総
務
課
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
26
年

に
定
年
退
職
。
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
副
町

長
と
し
て
、
町
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
、
令
和

２
年
９
月
30
日
任
期
満
了
に
つ
き
退
職
さ
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

稲
副
町
長
か
ら
町
民
の
み
な
さ
ま
に
対
し
て
の

感
謝
の
言
葉

「
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
、
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

平
成
26
年
度
か
ら
整
備
を
行
っ
て
い
た
第

２
鹿
浦
橋
の
工
事
が
完
了
し
、
町
長
や
議
員
の

方
々
、
集
落
住
民
の
方
々
等
が
出
席
さ
れ
、
約

６
年
か
け
て
完
成
し
た
第
２
鹿
浦
橋
の
開
通

を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
神
事
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
出
席

者
全
員
で
の
渡
り
初
め
等
が
行
わ
れ
、
大
久
保

町
長
は
「
鹿
浦
渓
谷
は
世
界
的
に
も
ま
れ
な
景

観
で
あ
り
、
橋
が
完
成
し
た
こ
と
で
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
際
に
は
同
地
を
訪
れ
る

人
も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
あ
い
さ
つ
の

中
で
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

稲 

隆
仁
副
町
長
退
任
式

第
２
鹿
浦
橋
開
通
式

09
30

奄
美
群
島

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
表
彰  

伝
達
式

中
学
校
芸
術
鑑
賞
会

09
29

10
12

10
13

　

奄
美
群
島
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
か
ら
令
和

２
年
度
個
人
表
彰
と
し
て
仲
島 

正
敏
さ
ん
が

受
賞
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
教
育
委
員
会
教

育
長
室
で
表
彰
状
の
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

仲
島
さ
ん
は
阿
権
小
学
校
で
10
年
間
、
犬
田

布
中
学
校
で
３
年
間
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
歴
任
し
、

阿
権
小
学
校
創
立
１
１
０
周
年
実
行
委
員
長
・

犬
田
布
中
学
校
創
立
70
周
年
記
念
実
行
副
委

員
長
と
し
て
、
式
典
準
備
や
開
催
等
に
お
い
て

中
心
的
役
割
を
果
た
す
等
、
両
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
充
実
・
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
長（
２
期
）、

町
校
外
生
活
指
導
連
絡
協
議
会
長
（
１
期
）
も

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
伊
仙
町

子
育
て
支
援
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
10
月

12
日
に
伊
仙
中
学
校
、
10
月
13
日
に
面
縄
中
学

校
で
劇
団
「
風
の
子
東
北
」が
主
催
す
る
舞
台
劇

「
フ
ク
シ
マ
発
」
の
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
様
子
や
そ
の
後
の
福
島

の
現
状
を
公
開
生
放
送
の
ラ
ジ
オ
で
語
る
舞

台
劇
と
い
う
形
式
で
演
じ
、
生
徒
か
ら
の
生
の

質
問
に
も
舞
台
劇
の
中
で
回
答
す
る
参
加
型

の
公
演
と
な
り
ま
し
た
。
伊
仙
町
で
は
こ
れ
か

ら
も
様
々
な
行
事
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
感

性
が
豊
か
に
育
ま
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

歴
任
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
の
貢
献
度

が
認
め
ら
れ
、
奄
美
群
島
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

個
人
の
部
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
08
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うれしい話題
　今年度になり、県道沿いの南西糖業伊仙工場入口に設置されているゴミ収集場が、
いつもきれいに片づけられるようになっていて（どなたが片づけているのだろう）と思っ
ていましたら先日早朝に片づけをされていらっしゃる方に会いました。その方は同集落
の政野 千代江さんでした。
　聞いてみたら「子どもたちも大きくなって自分が仕事にでるようになり、クリーン作戦
に出ることができなくなったので、せめてできる事をと思いゴミ収集場の整理をしてい
ます」との事でした。誰も見ていない所でこのような活動をされていた事に感動でした。
少しずつですが「ゴミのないきれいな集落」になりつつあるのかなとうれしく思いました。

　（西伊仙西集落便り№ 5 より抜粋）

　きゅらまち観光課からのお知らせ

伊仙町長の1ヵ月の主な動静を紹介いたします。

町長町長のの動動きき
月日 行事 場所

9/15（火） 令和2年第3回定例会

伊仙町

18（金） 令和2年第3回定例会

食生活改善推進員伝達

29（土） 小学校体育大会（鹿浦・馬根・糸木名）

20（日）
小学校体育大会（犬田布・阿権）

広域連合管理者会議

21（月） 小学校体育大会（犬田布・面縄）

23（水） 航空自衛隊来庁「訓練地視察及び連絡調整会議」

24（木） 徳之島虹の会とのウェブ会議

25（金） 広域連合議会

27（日） 小学校体育大会（伊仙・喜念）

28（月）
ほーらい館運営審議会

徳之島三町新型コロナウイルス感染症対策連絡会議
徳之島町

29（火） 徳之島地区介護保険組合議会定例会

30（水）

副町長退任式及び職員全体朝礼
伊仙町徳之島におけるスマート農業システム構築に係る

衛生画像解析利活用促進等についての出前講座

徳之島地区消防組合定例会 徳之島町

10/1（木） 南西テレワーク来庁

伊仙町5（月） 徳之島コーヒー生産者会議（オンライン）

6（火） 大阪産業大学教授来庁

7（金）
農村整備課との打合せ 徳之島町

県広報課来庁「知事とのふれあい対話打合せ」

伊仙町
8（木）

きゅらまち観光課及びなくさみ館との打合せ
「闘牛について」

第二鹿浦橋渡り初め式

区長会

9（金） 徳之島用水土地改良区臨時理事会 天城町

12（月）
令和2年度防犯功労者の表彰及び
徳之島地区金融機関防犯協議会による寄贈式 徳之島町
徳之島用水土地改良区臨時理事会

13（火） 「徳之島の夢ある農業絵画」作品審査会

伊仙町14（水） 九州電力送配電株式会社奄美支所来庁

15（木） 国土交通省国土政策局長　奄美大島･徳之島視察

　令和 2 年 9月20 日伊仙町にて新百歳を迎えた 5 名（2 名
は都合によって公表不可）の方に、町長同行にて表敬訪問を
実施し、安倍内閣総理大臣からのお祝いの賞状と記念品を
お渡ししました。
　みなさま、これからも健康に留意され、長生きしてください。
おめでとうございます。

石原 文子 様　大正10年3月25日生まれ

伊集院 丈彰 様　大正10年2月20日生まれ

久保 ヨシ 様　大正9年5月8日生まれ
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INFORMATION
各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。

臨
床
心
理
士（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」開
催
に
つ
い
て

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
、
人
間
関
係
の
悩
み
、

家
庭
の
悩
み
、
職
場
の
悩
み
等
、
あ
な
た
の

困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は【
無
料
】

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

成
人
式
の
延
期
に
つ
い
て

　

徳
之
島
３
町
で
令
和
３
年
１
月
２
日
に
予

定
し
て
い
た
成
人
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
新
成
人
及
び

全
島
民
の
み
な
さ
ま
の
安
全
を
最
優
先
し
、

や
む
を
得
ず
延
期
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

伊
仙
町
子
育
て
支
援
金
に
つ
い
て

　

伊
仙
町
で
は
、
出
産
後
に
伊
仙
町
子
育
て

支
援
金
と
し
て
お
祝
い
金
の
支
給
を
し
て
い

ま
す
。

■
支
給
対
象
者

（
１
）
支
給
対
象
者
は
出
産
児
の
筆
頭
者

又
は
世
帯
主
。

（
２
）
居
住
期
間
は
出
産
児
の
筆
頭
者
が

出
産
前
１
年
以
上
本
町
に
居
住
し
、

定
住
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
。

（
３
）
支
給
額
は
出
産
児
の
筆
頭
者
の
第

１
子
は
５
万
円
、第
２
子
は
10
万
円
、

第
３
子
は
15
万
円
。

（
４
）
支
給
は
８
割
現
金
と
し
、
町
内
で
の

消
費
活
動
促
進
の
た
め
、
２
割
を

伊
仙
町
商
工
会
発
券
の
商
品
券
。

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

○
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

○
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万

人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
等
、
様
々
な
目
的
で
学

ん
で
い
ま
す
。

○
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
等
、約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
の
学
生
の
交
流
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

○
出
願
期
間
は
、第
１
回
は
２
月
28
日
ま
で
、

　
⃝
地
域
福
祉
課

　
⃝
中
央
公
民
館

令
和
２
年
度

陸
上
自
衛
隊 

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

■
高
等
工
科
学
校
と
は
？

　

将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高
機
能
化
・

シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・
運
用

す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自
信

を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を

養
成
し
教
育
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
学
校
で
す
。

　
⃝
総
務
課

　
⃝
子
育
て
支
援
課

　
⃝
放
送
大
学

■
上
半
期
の
実
績

　

第
１
子

：

５
万
円
×
８
件

　

第
２
子

：

10
万
円
×
８
件

　

第
３
子

：
15
万
円
× 

10
件

　

第
４
子

：
15
万
円
×
２
件

　

第
５
子

：

15
万
円
×
２
件

　

合
計
金
額
は
３
３
０
万
円
で
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

子
育
て
支
援
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
55
）

第
２
回
は
３
月
16
日
ま
で
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
3
9-

3
8
1
1

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

徳
之
島
駐
在
員
事
務
所

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
3-

3
0
8
0

■
申
込
な
ら
び
に
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

地
域
福
祉
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
40
）

募 集 要 項

募集種目 高等工科学校 一般

応募資格 男子で中卒（見込含）17 歳未満の者

受付期間 令和 2 年 11 月 1 日（日）～令和 3 年 1 月 6 日（水）

試験期日
第 1 次試験：令和 3 年 1 月 23 日（土）
第 2 次試験：令和 3 年 2 月　4 日（木）～ 7日（日）
までの間の指定する日

試験会場 徳之島合同庁舎（国）  所在地：徳之島町亀津553-1

入 校 令和 3 年 4 月上旬

■
日
時

　

12
月
14
日（
月
）  

10
時
〜
18
時

　

12
月
15
日（
火
）  

10
時
〜
16
時

■
場
所

　

伊
仙
町
中
央
公
民
館 

2
階 

小
会
議
室

■
対
象
者

　

伊
仙
町
に
住
所
の
あ
る
方
と

　

そ
の
家
族

■
相
談
員

　
鹿
児
島
心
理
オ
フ
ィ
ス
臨
床
心
理
士　

　

今
村 

葉
子
先
生

■
申
込
締
切

　

12
月
4
日（
金
）  

17
時
ま
で

　

延
期
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
５

月
２
日
（
日
）
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
央
公
民
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
っ
て
は
、
日
程
変
更
の
可
能
性
も
あ
り

ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ま
、
関
係
者
の
み
な
さ

ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
対
象
者

　

平
成
12
年
４
月
２
日
～

　

平
成
13
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
中
央
公
民
館

　

T
E
L

：
8
6-

3
1
1
1
（
内
線
76
）
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きばらでぇ伊仙応援寄付金

令和元年度  ふるさと納税報告令和元年度  ふるさと納税報告

  ● 活用事例

伊仙町ふるさと納税についてのお問い合わせ・お申し込みは

伊仙町役場 未来創生課
〒 891-8327  鹿児島県大島郡伊仙町大字伊仙 1842
T E L： 0997-86-3111（代表 ）
F A X ：0997-86-2301
MAIL：furusatonouzei@town.isen.kagoshima.jp

　ふるさと納税とは、自分を育んでくれたふるさとや、居住地を問わずお世話になった地域・応援したい自治体に寄附金
の使い道を予め知ったうえで、寄附ができる制度です。
　伊仙町では、平成 21 年度から「きばらでぇ伊仙応援寄付金」を創設し、 令和元年度 は 2,051 件、総額 80,786,000 円
ものご寄付をいただき、これまで多くの事業に活用させていただきましたのでここにご報告させていただきます。
　今後もご寄付者の皆さまのご意向に沿った事業への財源化を元に、さらに力強いまちづくりに努めていきたいと
思っています。寄付を いただきました皆さまのお心遣いに深く感謝いたします。

寄付総額：80,786,000 円 ( 寄付件数
2,051 件 )

事業への活用額：46,412,743 円
たくさんのお志をありがとうございました。

皆さまの想いを心に刻み、伊仙町発展のため大切に使わせていただきます。

特産品開発
事業名：ふるさとレストランプロジェクト
事業費：1,600,241 円

文化の保存継承
事業名：伊仙町「がんばる集落」支援事業
事業費 1,197,000 円

青少年育成
事業名：青少年育成交流推進事業
	 スポーツ少年団育成補助金を活用した事業
	 各種スポーツ大会出場補助金
事業費：4,857,111 円

環境保全
事業名：世界自然遺産推進事業
事業費：4,170,354 円

子育て支援
事業名：町内３幼稚園管理費及び備品購入
事業費：1,776,916 円

その他
事業名：企業誘致対策事業
	 起業家支援プロジェクト事業
	 きばらでぇ伊仙応援基金事業
事業費：32,811,131 円

伊仙町ふるさと納税
特設サイト

伊仙町ふるさと納税
Facebook
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① お受け取りの対象になる方には、日本年金機構より10 月中旬頃から、請求可能な旨のお知らせが届いています。
同封ハガキ（年金生活者支援給付金請求書）に記入し、投函してください。
令和 3 年 2 月1日まで請求手続きが完了しますと、令和 2 年 8月分からさかのぼって受け取ることができます。

② 年金を受給し始める方は、年金の請求手続きと併せて伊仙町役場くらし支援課 年金係で請求手続きをしてください。

※ご不明な点は、伊仙町くらし支援生課年金係までお問い合わせください。■ 86-3111（内線 58）　■ 81-7676（直通）



伊仙町では、新型コロナウィルス感染症の影響を受けている町内の事業者を
支援するとともに、外出自粛等活動機会を制限されている町民の生活応援
支援を目的として上記の事業を実施いたします。

1人につき２万円分の商品券を送付
10 月 1 日時点にて住民基本台帳に記載がある
全町民が対象です。１人２万円分の商品券を世
帯主あてに一括送付します。

取扱事業所（申請書の提出があった事業所）
にて使用できる商品券 1 万円分。

+

商工会加盟店（申請書の提出があった事業所）
にて使用できる専用商品券 1 万円分。

商品券使用期間
11月1日（日）～1月31日（日）まで

令和2年度令和2年度

伊仙町生活応援事業伊仙町生活応援事業
についてお知らせについてお知らせ

伊仙町生活応援商品券発行事業 子育て世帯給付金事業

11 広報いせん  令和２年11月号（No.358）

給付対象者
① 平成 14 年 4 月 2 日以降に出生した児童で、

住民基本台帳に記載のあるもの（現在の高
校生世代までが対象）。
ただし、就学による転居等により住民基本台
帳に記載のないものは在学証明書の提出に
より対象とする（ただし、保護者が令和 2 年
10 月1日時点において町の住民基本台帳に
記載されており、且つ、伊仙町内の小学校ま
たは中学校にかつて在学していたと認めら
れる者）。
対象児童1人3万円の現金給付。

② 出生により 10 月 1 日〜 3 月 31 日の期間に
住基に記載される予定の児童も対象  とし
ます。その場合、子育て支援課にて申請書を
受け取りのうえ、未来創生課まで提出して
ください。

■ 対象世帯へは郵送にて申請書を送付済みで
すが、住民基本台帳に記載のない児童（就学
による転居等）の世帯の方は未来創生課生
活応援事務局（86-4683）へお問い合わせく
ださい。

■ 給付金の申請期限は1月31日（日）まで。

■ 給付金の受け取りは、特別定額給付金（10
万円）で使用した口座も使用可能。その場合、
申請書にチェックをいれて提出してください

（身分証明コピーは必要）。
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伊 仙 町 商 工 会 の 窓伊 仙 町 商 工 会 の 窓

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

● 

立
山

翔と

あ愛

立
山

真
輝

目
手
久

● 

清
水

寿こ
と
あ愛

清
水

康
貴

喜
念

● 

久
保

琴こ
と
ね音

久
保

勝

東
犬
田
布

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

氏
名

集
落
名

　 

米
田

翔
也

目
手
久

　 

富

も
も
か

面
縄

　 

吉
見

大
輝

上
検
福

　 

川
口

あ
ず
さ

東
犬
田
布

人口の動き
（2020年9月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,555 人

男 3,340 人

女 3,215 人

世帯数 3,483 世帯

出生 6 人

死亡 2 人

転入 8 人

転出 13 人

戸
籍
の
窓

長寿・子宝日本一の町！

わが町のアイドル募集！
町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月 10 日までに住所・氏名・お子様又はご長寿様のお名前（ふりがな）・
年齢・電話番号・簡単な PR 文を添えて、写真を未来創生課広報係まで
お持ちください。

伊仙町役場  未来創生課 TEL 86-3111（内線 27）お問い合わせ

溝
みぞぐち

口 芽
め い

依ちゃん（3歳）

じぃじ、ばぁば、

かずおさん、いくよさん、

いつもありがとう♡

溝
みぞぐち

口 力
か い せ い

衣世くん（０歳５ヵ月）

居酒屋・大衆食堂居酒屋・大衆食堂
ワイドワイドワイドワイド

住 所 伊仙町喜念 11-1伊仙町喜念 11-1

T E L 86-219886-2198


